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文責 安川 

卒業おめでとう！ 

最後に…関中学校で過ごした３年間を振り返り、最後の授業に 

３年間の楽しかったことや苦しかったこと、みんなで頑張ったことや仲間へ

の思いなどを「贈る言葉」のなかで５人のみなさんに語ってもらいます。卒業

生３６人の代表として自分自身の思いをしっかり言葉にしましょう。今年度

は、コロナ禍以前のように、全在校生も参列したなかでの式になります。人数

は少ないですが、卒業生の精一杯の歌声を響かせるよう、堂々と歌いましょう。

みなさんにとって一生に一度の中学校の卒業式です。素敵な、感動的な卒業式

をみんなで創りあげましょう。 

臨むみなさんの姿を私たちも忘れることはないと

思います。出会ってくれてありがとう ．．．． 
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  ～仲間とのつながりを大切にしよう！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさまへ 

 本日は、お子様のご卒業、おめでとうございます。 

これまで、学校教育にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございました。至らぬ点も

多々あったとは思いますが、無事にこの日を迎えることができ、うれしく思います。 

中学校のはじまりは、コロナ禍での生活となってしまいましたが、様々な制限や行事の

変更なども真摯に受け止め、一生懸命取り組む姿を思い浮かべることができます。この３

年の間に、心身ともにずいぶん成長し、胸を張って堂々と巣立っていく姿を見ていただけ

たのではないでしょうか。 

 これから、子どもたちは中学校とは比べものにならない程、広い社会へ出ていくことに 

なります。これまでよりもたくさんの人と出会い、たくさんのことを経験し、たくさんの 

壁に突きあたることでしょう。その壁の向こうにある素敵な景色を見ることができるよう、 

これからも見守り、お力添えをよろしくお願いいたします。 

私たち職員一同、遠くからではありますが、子どもたちが、自分の力で未来を切り拓い

ていってくれることを心から願い、見守り続けていきたいと思います。 

  

 

                                 第３学年 職員一同 
 

飛 翔（ひしょう） 

 

 これまで大切に育ててくれた保護者の方々に、義務教育を終えて立派に巣立っ

ていく自分の姿を見てもらう、大切な「最後の授業」です。これまでずっと見守

り支えてくれた家族、一緒にがんばり励まし合った仲間、たくさんの出会ってき

た人々に感謝を込めて、自信をもって胸を張り、大きな声で堂々と返事をしてく

ださい。これから始まるあなたの物語のスタートを、一人ひとりが輝いて見せて

くれることを楽しみにしています。 

 

卒業は、自分が選んだ新しい社会へ進んでいくためのスタートでもあります。 



 

        

 

 「YELL」 いきものがかり 

 

   「“わたし”は今 どこにあるの」と 踏みしめた足跡を 何度も見つめ返す 

枯葉を抱き 秋めく窓辺に かじかんだ指先で 夢を描いた 

 

翼はあるのに 飛べずにいるんだ ひとりになるのが 恐くて つらくて 

優しい陽だまりに 片寄せる日々を 越えて 僕ら 孤独な夢へと歩く 

 

サヨナラは悲しい言葉じゃない それぞれの夢へと僕らをつなぐ ＹＥＬＬ 

ともに過ごした日々を胸に抱いて 飛び立つよ 独りで未来（つぎ）の 空へ 

 

僕らはなぜ 答えを焦って あての無い暗がりに 自己（じぶん）を探すのだろう 

誰かをただ 想う涙も 真っ直ぐな 笑顔も ここにあるのに 

 

“本当の自分”を 誰かの台詞（ことば）で 繕うことに 逃れて 迷って 

ありのままの弱さと 向き合う強さを つかみ 僕ら 初めて 明日へと 駆ける 

 

サヨナラを誰かに告げるたびに 僕らまた変われる 強くなれるかな 

たとえ違う空へ飛び立とうとも 途絶えはしない想いよ 今も胸に 

 

永遠など無いと 気づいたときから 

笑い合ったあの日も 唄い合ったあの日も 強く 深く 胸に 刻まれていく 

だからこそあなたは だからこそ僕らは 他の誰でもない 誰にも負けない 

声を あげて “わたし”を生きていくよと 

約束したんだ ひとり ひとり ひとつ ひとつ 道を選んだ 

 

サヨナラは悲しい言葉じゃない それぞれの夢へと僕らをつなぐ ＹＥＬＬ 

いつかまためぐり逢うそのときまで 忘れはしない誇りよ 友よ 空へ 

 

僕らが分かち合う言葉がある 心から心へ 声をつなぐ ＹＥＬＬ 

ともに過ごした日々を胸に抱いて 飛び立つよ 独りで 未来（つぎ）の 空へ 

 

 

 

卒業おめでとう 

自分の足でしっかり立ち、自分の歩幅で前へ… 

そして、素敵な“自分の花”を咲かせてください 

  胸を張り自信をもって 羽ばたけ 広い空へ！ 


